
 
非認知能力を基に学習面・生活面で育んだ力で 

夏休みの「探究的な学びの計画」を立て始めていきませんか 
　いよいよ、1学期も終盤となります。それだけではなく子ども達の年間授業日数約200日の
内4分の1が経過しました。子ども達の日々の成長は目まぐるしく、それを実感できることに
教職員ともにエネルギーを頂いています。

　さて、子ども達が過ごす学校生活の大半は何の時間かご存知ですか？

　それは、殆どが授業時間となります。授業は、国語、音楽、体育などもあれば、特別の教
科道徳、特別活動、総合的な学習の時間などひょっとして大人の世代によっては聞き慣れな
いものもあるのではないでしょうか。

　授業時間は、これだけでは留まらず、日本の学校は、給食時間、そうじ時間、クラブ活動・
委員会活動の時間も授業として「学習指導要領」（文部科学省）に定められています。

　これらの授業時間を約35名ほどの子ども達と毎日過ごすためには、一人ひとりの自由をお
互いが認め合うルールや規律が必要になります。このルールや規律を守ってもらう生徒指導
については「生徒指導提要」（文部科学省）というものが基本書として作成されています。

　学校は、これら「学習指導要領」、「生徒指導提要」をもとに、学校生活における子ども
達の学習面と生活面について支援しています。

　毎日の授業時間においても、この生活面と学習面を子ども達がうまくコント
ロールしたり、複数の選択肢から自分で決めたりすることができるように教員が
調整しながら授業を進めています。一般社会に置き換えるなら、学習面が家事や
お仕事などとするならば、生活面は法律を守ることとして捉えられます。


　ところで、算数の授業で利発に活動できる複数の児童が、一方では友達を傷つける行動ば
かりしていては、その学級はやがて心理的安全性が壊れてしまいます。ですから普段の授業
において、子ども達1人ひとりの生活面をファシリテートする教員の力は大変重要です。

　ですが、以前のようにクラス全員を一教師の指導方法一色にそろえたりすることや、同調
圧力が強く働く集団にしたりすることは求められません。世界では、「一人ひとりの良さを
徹底的に教育すること」が求められています。同時に、誰のことも放っておかない誰一人取
り残されない、すべての子どもの学習権を保障できるように学校運営することが学校・家
庭・コミュニティ（地域）などに求められています。


７月は

１学期を振り返り
２学期を考える月

校内研究テーマ「非認知能力を育む授業改善の手立ての研究」～成長の見取り方の育成～」

西長尾７つの力「自制心・忍耐力・向上心・自尊心・協調・受容、共感・相互理解」

懇談期間は4時間授業です。ご家庭で子ども達の放課後の行動についての話し合いをお願いいたします。 
特に、いつ、どこで、だれと遊ぶのかの確認をお願いします。

　第4号 
令和7年6月30日 

　　　児童数351名
にしながお小学校だより 
050-7102-9176（平日のみ 電話受付：8時30分~17時）
学校教育目標　主体性と当事者意識を持って学級や学校を自治することを目指し、平和で民主的な国家及び社会の 
と　　　　　　形成者となる児童を育成する。（「楽しい家庭をつくる大人」になることをめざします。）　 
めざす子ども像  １．心豊かな子ども（自他を大切にする、思いやりのある子ども） 
　　　　　　　２．深く考える子ども（自ら学び、考えて行動できる子ども） 
　　　　　　　３．健康で明るい子ども(きまりや約束を守りよく遊び、困難なことも最後までやり抜くための体力・気力をもった子ども)



　また、将来子ども達が大人になって、地域・社会で様々な課題に直面することでしょう。
その際に、対話して合意形成したり、折り合ったりして解決する必要に迫られます。そのた
めに、今からその類似体験を総合的な学習の時間に経験することが求められています。学習
指導要領では「実生活・実社会で生きて働く力」「未来を切り拓く力」を身に付ける探究的
な学びを「総合的な学習の時間」などを通して展開していくように記載されています。

　本校も、非認知能力の7つの力を基にこのような力を共に伸ばすことができるように、
「学習面と生活面」の両面から支援していきます。

   ３週間ほどで夏休みに入ります。夏休みにしかできない「とっておきの探究的な学び」を
今日から計画していきませんか。

　戦後80年にあたる終戦記念日を迎える夏休み。ご家庭、地域におかれましても、探究的な
学びの計画をぜひ立ててみて下さい。今月もご支援ご協力をお願いします。

⬜PTA6年生学年行事につきまして、委員の皆様には本当にお世話になりました。

【保護者の方も参加できます！非認知能力について考える会 実施のお知らせ】 
⬜小中学校研修会「地域・家庭・学校で育む非認知能力について一緒に学びませんか」 

◯講師先生　中山芳一　先生（All HEROs合同会社代表社員、

　　　　　　IPU･環太平洋大学特命教授）

◯日　　時　令和7年8月22日（金）9時30分～11時（受付:9時）　 
◯場　　所　長尾西中学校 
◯対象者　　長尾西中・田口山小・西長尾小各校教職員 及び 保護者・校区の方々

　　　　　　※この講演会は地域教育協議会の協賛のもと小中学校研修会として

　　　　　　実施するものです。左記QRコードからお申し込み下さい。

□熱中症対策・水筒の持参について　梅雨もあけ、暑さが続くそうです 

・熱中症の予防として、引き続き水筒持参のお願いです。水筒だけではお茶の量が足りなく
なる場合もあります。お茶の量が足りなくなる人は水筒のほかにペットボトルなどを持参す
るようにして下さい。（スポーツ飲料のみはだめです。スポーツ飲料対応の水筒に入れて下さ
い。ペットボトルには必ず記名して下さい。）

【お願い2】ご家庭からのお迎えの車と児童の下校が重なり非常に危険です。お迎えの際は
（近くの駐車場に必ず車を停めて）徒歩でお越しください。正門前の道路はご存知の通り、
見通しの悪い坂道となっています。給食関係の車、ゴミ収集車等の車の出入りが正門に集中
しております。ご協力お願いします。尚、正門の「安全監視員」の方々は地域のボランティア
の方であり、子ども達の安全のためにいらっしゃいますことを重ねてご理解下さい。

【お願い1】放課後、土・日・祝日などに子ども達が忘れ物を取りにくることがここ最近増
えてきました。先日もその道中に危険なことがあったようです。学校でも子ども達に担任か
ら必要なものを持ち帰るように声掛けはしてまいりますが、子ども達の安全のためにも忘れ
物を取りにくることをお控え頂きますようお伝え願います。

⬜◯◯先生は、6月4日付で出産に係る休暇を取得することになりました。


